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成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

��� このプロジェクト（同様の過去のプロジェクトも含む）での成果
今年度中に出版された論文、国際会議集録、国際会議、学会、研究会発表、その他出版物（印

刷中、投稿中の場合はその旨を記載すること）

国際会議、研究会発表
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� 「磁気乱流下で自己重力収縮する高密度コアの形状」、杉本 香菜子、花輪 知幸
研究会� 国立天文台天文学データ解析計算センター 大規模シミュレーションプロジェクト・
ユーザーズミーティング、���8����� � ���、国立天文台（三鷹）
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� 「磁気乱流下で形成される高密度ガス塊の構造と磁場との相関」杉本 香菜子、花輪 知幸 �予
定�

研究会� 日本天文学会 ���8年春季年会、���8����� � ��、和歌山大学

��� これまでのプロジェクトの今年度中の成果
今年度中に出版された論文、国際会議集録、国際会議、学会、研究会発表、その他出版物（印

刷中、投稿中の場合はその旨を記載すること）
※ 評価資料として利用いたしますので、様式・順序は任意ですが、学術論文については題名、著
者、発行年月、雑誌名、巻、ページが記載されていること。
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成果の概要

本研究では、自己重力を考慮した磁気流体力学に基づいて、分子雲乱流の減衰、および、自己重
力収縮による高密度コアの形成を �次元数値計算した。形成された高密度コアの形状を#���%.���

+�����%���、および、楕円体近似によって求めた。本研究では、特に高密度ガス塊の軸と大局磁場
の向きとの相関に注目し、初期の分子雲のプラズマ �や乱流の典型スケールによる高密度ガス塊
の形状の違いを求めた。



初期モデルとして密度変化の緩やかな分子雲を想定して、密度および磁場は一様であると仮定
した。分子雲乱流は非圧縮性の速度場として与えて、速度ゆらぎのダイナミックレンジは �に固
定した。初期に非圧縮性の速度場は、圧縮性の速度揺らぎ、密度揺らぎ、および、磁場揺らぎを
励起する。これらのゆらぎのエネルギーが衝撃波面で散逸されることにより、分子雲中の乱流は
減衰する。一方で、分子雲中では重力不安定なモードが成長し、分子雲は自己重力不安定となっ
て収縮し、高密度コアが形成される。
本研究では、この重力収縮によって形成された高密度ガス塊の形状、および、大局磁場との相
関を求めて、以下の結果を得た。
��� 初期の分子雲のプラズマ � � �、かつ、乱流の平均波長がジーンズ長に比べて短いまたは長
い場合、高密度ガス塊は大局磁場に垂直な向きを持つ。
��� 質量が大きい高密度ガス塊ほど細長い形状を持つ。
��� 質量が大きい高密度ガス塊は重力的に束縛されており、多数の孔を持つ。
�6�プラズマ �が小さいほど、大局磁場に垂直な向きを持つ高密度ガス塊の割合が増加する。
上記の内容について、現在 �&$ 9��)%"&'����� >%�)���に論文を投稿中である。


